
『「強く豊かな日本」投資枠』の予算編成についての考え方 

○ 『「強く豊かな日本」投資枠』は、国内投資を通じた潜在成長率の引

上げにつながる施策を予見可能性を持って実施できるよう、通常歳出

と別に、新たに創設するもの。この趣旨を十分に踏まえ、成長への寄

与、民間投資の誘発効果等を精査し、予算編成過程を通じ、真に効果

的な施策を作り上げるよう努める。

○ 『「強く豊かな日本」投資枠』について重要なことは、財政支出の額

ではなく、その経済成長に与える効果である。これまでにない大胆か

つ柔軟な発想で、思い切った政策を打ち出していくことにより、足元

の経済状況に的確に対応しつつ、民間投資を引き出し、供給力と稼ぐ

力を高め、経済成長を実現していくことを目指す。

○ 『「強く豊かな日本」投資枠』については、補正予算依存の財政運営

から脱却する方針も踏まえ、要求上限を設けず、事項要求を含めた要

求を認めている。予算編成プロセスを通じた、それぞれの施策の費用

対効果を重視した建設的な議論により、効果的な予算としていく。

○ 『「強く豊かな日本」投資枠』については、予見可能性を高め、継続

的な取組を後押しするため、複数年度の計画に基づくものを基本とす

るものであり、その計画については、「誰が、いつまでに、なにを、ど

のように行うのか」といった「５Ｗ１Ｈ」の明確化が求められている。

支援対象の技術・分野等が収益化や自律性・不可欠性の確保につな

がるという根拠（勝ち筋）が検証可能な形で明確化されているか、事

業の進捗・成果をモニタリングし、必要に応じて見直しを求める枠組

みが的確に整備されているか、といった着眼点に沿って計画を精査し、

投資の成否の見極めと成長への寄与を確実なものとする。 

○ 『「強く豊かな日本」投資枠』の各年度の予算措置については、複数

年度の計画等による予見可能性の確保を前提としつつ、各年度の執行

可能性を精査して効率的な資金活用とする観点や、事業の進捗や政策

効果の発現状況を確認しながら資金需要に弾力的に対応していく観

点から、必要十分な規模となるようにする。

○ 『「強く豊かな日本」投資枠』のうち経済安全保障上重要な投資につ

いては、特別会計で別枠で管理することとなるが、一般会計計上分と

同様に、的確に精査する。




